



































第 1 章 序論  
1.1 本研究の背景と目的 
1.2 本研究の構成 







2.4 先行研究のまとめと本研究の課題  
第 3 章 「誘い」における談話展開の特徴 
3.1 分析の観点  
3.2 予備調査  
3.2.1 目的  
3.2.2 調査対象者  
3.2.3 場面設定  
3.2.4 質問紙  
3.2.5 手続き  
3.2.6 分析方法  
3.2.7 結果  
3.3 本調査概要  
3.3.1 調査対象者  
3.3.2 材料  
3.3.3 手続き  
3.3.4 データ  
3.3.4.1 データの文字化  
3.3.4.2 研究対象データ  
3.4 分析  
 
 II 
3.4.1 分析の枠組み  
3.4.2 分析方法  
3.5 結果  
3.5.1 先行部の特徴  
3.5.2 主要部の特徴  
3.5.3 終結部の特徴  
3.6 結果のまとめと考察  
第 4 章 誘い行為におけるストラテジーの使用の特徴  
4.1 分析の観点  
4.2 データ  
4.3 分析  
4.3.1 分析の枠組み 
4.3.2 分析方法  






4.4.2.2 負担度の高い会話における「再誘い」の話段のストラテジーについて  
4.4.2.3 負担度の低い会話における日本語学習者の「再誘い」の話段の特徴 
4.5 結果のまとめと考察  
第 5 章誘い表現の使用の特徴  
5.1 分析の観点  
5.2 データ  
5.3 分析  
5.3.1 分析の枠組み 
5.3.2 分析方法  
5.4 結果  
5.4.1 誘い表現における文型  
5.4.2 誘い表現における語彙的特徴  
5.5 結果のまとめと考察  
第 6 章 学習者の「誘い」遂行の認知過程  




6.2.1 調査対象者  
6.2.2 データ収集方法  
6.2.3 手続き  
6.2.4 データ  
6.3 分析方法  






6.4.2 学習者の語用論的知識  
6.4.2.1「情報提供」の話段における学習者の語用論的意識  
6.4.2.2「共同行為要求」ストラテジーの使用に対する語用論的意識  
6.5 結果のまとめと考察  
第 7 章 結論  
7.1 本研究のまとめ  
7.2 総合考察  
7.2.1 日本語学習者の「誘い」の談話展開の特徴  
7.2.2 日本語学習者の誘い行為におけるストラテジーの使用と誘い表現の特徴 
7.3 教育的示唆  



















全 7 章で構成されている。第 1 章では，問題の所在と本研究の目的を述べ，第 2 章では，
先行研究の概観と研究課題の提示を行う。第 3 章では「誘い」の談話構成，第 4 章ではスト
ラテジーの使用，第 5 章では，誘い表現の特徴から，学習者の「誘い」の遂行実態を調査す











































って，産出時に困難を感じることが多いと報告されている（Fe ́lix-Brasdefer，2008）。  
































































































































































































   
